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Fig.1 ROI設定位置 Fig.2 ROI設定位置 
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【背景】 

頭部MRI検査でDWI画像撮像を行う際、スライス厚3mm、スライス間隔0mmで追加撮像するときがある。スライ

ス厚を薄くし撮像すると、信号は低減し、ノイズが増え結果としてSignal Noise Ratio (SNR) が低下する。そのた

め、SNRの低下を防ぐため加算回数を増やし撮像しているが、検査時間が延長する。今回、MRI装置に繰り返し

再構成を用いたノイズ除去法 Iterative Noise Reduction (INR) 法が使用できるようになりノイズ低減が可能とな

った。 

【目的】 

DWI画像の撮像において、INR法を用いることで撮像スライス厚によるSNRの変化を観察するとともに、SNRの

低下を改善しつつ、加算回数を増やさず撮像時間が短縮できるか検討した。 

【使用機器】 

MRI装置：TRILLUM OVAL 3.0T (日立製作所) 

Coil：32ch Phased Array Brain coil 

ファントム：NaCl + NiCl2 Aqueous solution (17cm)  

ImageJ 

【撮像条件】 

撮像シーケンス：DWI-EPI 

FOV：22ｃｍ×22ｃｍ、Matrix：128×128、TR：4000msec、TE：100sec、Bandwidth：250kHz、ｂ-Value：0、1000 

スライス厚：1、2、3、4、5、6ｍｍ   

 

【方法】 

スライス厚をかえDWI画像を撮像し、ｂ=1000のトレース

画像、ｂ＝0の画像ともに中心部と周辺部の2か所に同じ関

心領域を設定した（Fig.1）。Signal Intensity（SI）の平均値

は、ファントム画像から先ほどの2か所の関心領域を測定

した(Fig.2)。Standard Division（SD）値は、同じ関心領域

から隣接ピクセル差分法を用い測定した。SNRは、SIの平

均値とSD値から計算した。 

 

 

【結果】 

b=1000のトレース画像におけるSIの平均値の値では、スライス厚、INRの使用の有無で大きく変わることがなか

った（Fig.3、Fig.4）。SD値では、INR法を使用したときのほうが、使用しないときよりも最大で30%近く改善した

（Fig.5、Fig.6）。SNRでは、INRを使用したときのほうが、使用しないときよりも最大で30%近く改善した（Fig.7、

Fig.8）。ｂ=0の画像においても同様の結果となった。 

 

【考察】 

画素数が少ないDWIでの評価のため、グラフでのがたつきが見られ収集回数をもっと増やすべきと考えられる。

INR法を使用することで、ノイズが減少しINR法を使用しないときよりSNRが30%近く改善した。従来知られている

SNRと加算回数の関係から、加算回数を増やさないで撮像が可能と考えられる。今回、均一ファントムでINR法の

検証を行ったため、複雑な構造物の場合での検討は行っていない。また、INR法を使用することにより、ノイズ成

分だけではなく、画像成分をノイズ除去する可能性もあるため、ウェーブレット変換特有の格子状のブロックノイ

ズが発生し、SD値が上昇する可能性も考えられるため今後の検討が必要と考えられる。 
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Fig.3 INR法無しSI平均値  Fig．4 INR法有りSI平均値  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結論】 

今回のファントムスタディではINRを併用することにより加算回数を増やさず、従来撮像していた3mmスライス

撮像時間（3:00)から半分の時間（1:30)で、撮像が可能と考えられる。 

 

Fig.5 INR法無しSD値  Fig.6 INR法有りSD値  

Fig.7 INR法無しSNR                        Fig.8 INR法有りSD値  


